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A. 研究目的 

抗菌薬の使用は選択圧や耐性誘導

により耐性菌の増加に関連している

が、系統的に調査された研究はいまだ

少ない。そこで本研究では、耐性菌・

耐性遺伝子の分布に抗菌薬使用がど

のように影響しているかを解析し、そ

の因果関係を明らかにすることを目

的とする。 

 

B. 研究方法 

国内 5 施設における 2012 年度から

2016 年度までの過去 5 年間の注射用

抗菌薬使用量を AUD(Antimicrobial 

Use density) お よ び DOT(Days of 

therapy)を指標として解析を行う。 

研究要旨 

抗菌薬の使用は選択圧や耐性誘導により耐性菌の増加に関連している。し

かし、これについて複数施設で、また全国規模で系統的に調査された研究

はいまだ少ない。そこで本研究では、耐性菌・耐性遺伝子の分布に抗菌薬

使用がどのように影響しているかを解析するため、国内5施設における2012

年度から2016年度までの過去5年間における注射用抗菌薬使用量をAUD(Ant

imicrobial Use density)およびDOT(Days of therapy)を指標として解析

を行っていく。 
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（倫理面への配慮） 

患者の個人情報等は収集せず、抗菌薬

使用量のみ収集するため、倫理面への

配慮は必要ない。 

 

C. 研究結果 

注射用抗菌薬使用量サーベイライ

ンスの具体的な調査表を決定した。調

査する抗菌薬としては、ペニシリン系、

セフェム系、カルバペネム系、マクロ

ライド系、アミノグリコシド系、ニュ

ーキノロン系、グリコペプチド系、テ

トラサイクリン系、抗真菌薬等とした

（表 3）。 

 

D. 考察 

 解析対象を 2016 年度までとしてい

るため、データ収集および解析を 2017

年度に行う予定である。 

 

E. 結論 

 今回作成した調査表を用いた 2017

年度の解析により、わが国における抗

菌薬使用量と耐性菌・耐性遺伝子の分

布の関係性を示していく。 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 

当該研究においては、なし。 

2. 学会発表 

当該研究においては、なし。 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

 なし 
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